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電気自動車の道路利用者は最も早く目的地へ到着できる
ように経路と急速充電場所を選択するという行動原理に
基づき、急速充電器の配置により行動が変容する。この
ことをモデル化し、将来の交通需要と道路ネットワーク
を所与として、社会全体の時間的費用とインフラ費用の
合計が最小となるような充電インフラと、その時の交通
流を求めることを目指している。実ネットワークでの計
算を可能にするために、ヒューリスティックなアルゴリ
ズムを援用する等、より一般的な条件で求解することが
課題である。

台湾ネットワークのケーススタディを実施中
インプット：各IC間の交通需要
アウトプット：各SA・PAの最適充電器数
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都市・社会基盤分野、電力関連、モビリティ、スマートシティ

交通行動モデルに基づく
電気自動車の急速充電インフラ計画
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＃電気自動車 ＃交通量配分 ＃経路選択 ＃充電行動 ＃最適化
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•  電子の励起状態が関わる様々な物理現象（磁性、相変
態、電気・熱・スピン伝導現象など）を、固体電子論
に基づき表現する量子シミュレーション手法の開発

• 量子シミュレーションの知見を利用した多階層連結物
性シミュレーターの開発

• 高効率エネルギー変換材料（太陽電池材料、発光材料、
熱電材料、磁気冷凍材料など）、省エネルギー関連材料

（スピントロニクス材料、超伝導材料など）、構造材料（高
強度材料、形状記憶材料など）のシミュレーションと、
統計的学習による材料探索ガイドラインの提供

量子シミュ
レーション

物理機構の
解明

新物質・
新物性の
予測

新機能の検証

物理機構の統合
（基本要素統合型研究）

物理機構の解明
（基本要素還元型研究）

実験による検証

ü 量⼦シミュレーターの開発

ü 量⼦⼒学に基づく材料物性
発現機構の解明

ü ⾼効率エネルギー変換材料
のデザインと実証実験

理学的発想

工学的発想

材料分野、エネルギー分野

量子シミュレーション手法の開発と
マテリアルデザインへの応用
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＃第一原理計算 ＃計算機マテリアルデザイン ＃高効率エネルギー変換材料 ＃マテリアルズインフォマティクス
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